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土壊窒素肥沃性 と トマ トの尻腐れ果発生の関係
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1  は じ め に

トマ ト尻腐れ果は果実果頂部の局所的な Ca欠乏が原

因であると考えられているが、現場のトマ ト土耕栽培に

おいては、窒素地力の高いほ場やN肥料の過剰施用で多

発する傾向が認められる。これは、Nと Ca吸収が拮抗

作用にあること、さらに、N供給量が多いと葉面積が拡

大し蒸散量が多くなり、Caが蒸散流によつて葉身へ蓄

積し果実への移行量が減少することなどが原因と考え

られている。尻腐れ果の多発は農家経営に大きな影響を

与えるため、現場では、ある面、保険的なかたちで Ca

の葉面散布等がおこなわれコス ト増となつているきら

いがある。そこで、 トマ ト土耕栽培において、N地力と

尻腐れ果発生の関係を明らかにするとともに、過剰な地

力Nの発現を抑える有機物の施用法を検討した。

2試 験 方 法

(1)試験場所

山形園試場内雨よけハウス (細粒褐色低地土)

("試験区及び供試有機物

土壌窒素肥沃性の異なる3つのほ場に化学肥料及び

有機物を表 1の とおり施用した。施用有機物の分析値は

表 2の とおりである。

(D栽培概要

1)供試品種 :リヒ太郎8(自 根)
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そ≦吾頭繋農里理造黙こl
約 30 cmの 畝たて、マルチを行つた。)

5)定  植 :4月 22日

6)栽檀様式 :う ね幅200cm  株間 40cn1 2条 (250

株/a) 主枝一本仕立て (吊 る降ろし)

7)か ん 水 :チュープで天候に応じ随時 (各区共通)

の 収穫期間 :6月 13日 ～10月 22日

3 試験箱果および考察

(1)N01(無施肥区除く)と N02ほ場は、N03ほ
場に較べて尻腐れ果が多発し、総収量及び商品果収量

が著しく低下した。N01と N02ほ 場は、N03ほ
場よりも土壌培養N量 (30℃・4W)も 多く、生育期

間中の土壌残存N量も多いにもかかわらず、尻腐れ果
の多発の影響で 6′6以降 (収穫期)の N吸収が停滞し

た俵 3～ 5、 表 つ。

(D土壌置換性 Ca含量と尻腐れ果発生率との間に、正

常な負の相関は認められなかつた (図 1)。

(D収穫開始直前 (6/6)の茎の水溶性 Ca濃度と尻腐

れ果発生率には高い負の相関、同じく NH4‐N濃度と

は高い正の相関が認められた (図 2、 図 3)。 また、土
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い正の相関が認められた (図 4、 図 5)。 このことは、

土壌可給態N量が多い条件では NH4‐Nの吸収が多く

caの吸収が抑制され、尻腐れ果が発生しやすくなるも

のと推察された。
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4W)と尻腐れ果発生率に高い正の相関関係が認めら

隼M、駁歴ど刷:鵬蠍L鋸般調;:

陶 渕駆l爆勇1し駄湖鍵
の牛ふん堆肥は抑制する傾向が認められた (表 3)。

4ま と め

する傾向が認められた。

注2)`ヒ学肥料区は、いずれもCDU4ヒ 咸を使用した∝ 肥なし).
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図1 土壌置換性Ca含有量と尻腐れ果
発生率の関係
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図2茎 Ca温度16/6)と尻腐れ果発生率

の関係
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国3茎 NH`― N含有率 (0/6)と 尻店れ

果発生率の関係
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土壌培養N量(30℃ 4Wうと尻腐れ
果発生率の関係
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